

































































たという事実にもかかわらず意外な印象を与える。1972 年に元外交官の佐藤尚武は 1920 年代にお
ける日本の国際連盟での活動に関し『日本外交史』を著し詳説したが，ここでメーメルの領有権委
譲問題はわずか数行言及されるのみであった（5）。これとは対照的に，佐藤はヴィルニュス地域をめ
（2）　ヴェルサイユ講和条約の全条文はフランス語，英語，ドイツ語でドイツ官報 Reichsgesetzblatt（＝ RGBl.）, 






（4）　成瀬治・山田欣吾・木村靖二『ドイツ史 3』山川出版社，1997 年，269 頁。
























（7）　Japan Center for Asian Historical Records/National Archives of Japan（＝ JACAR）, B04013872100, メーメル
帰属問題関係一件第一巻，澤田局長から本省芳澤外務大臣宛て，昭和 7 年 3 月 3 日発。
（8）　League of Nations Treaty Series（ ＝ LNTS）, vol. 29/1924, No. 736, Convention concerning the Territory of 
Memel, signed at Paris, May 8, 1924, pp.85-115. メーメル条約の邦語について，佐藤の前掲書ではメーメル協定と
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1923 年 1 月に発生した，当時なお主要連合国の主権下にあったメーメル地域に対するリトアニア
人武装集団による占拠が，リトアニア政府により綿密に計画されたものとして，その侵攻意図が如










（12）　例えば冷戦期に発表された研究ではアメリカのリトアニア系移民のセン Alfred E. Senn（1932-2016） による
作品が代表的である。Alfred E. Senn, The Emergence of Modern Lithuania, New York 1959. 及び Senn, The 
Great Powers, Lithuania and the Vilna Question 1920-1928, Leiden 1966. メーメル地方に関する前掲のドイツ語
文献の他，冷戦期西ドイツではリガ出身のドイツ人であるヘルマンが挙げられる。Manfred Hellmann, Grundzüge 
der Geschichte Litauens und des litauischen Volkes, Darmstadt 1966.
（13）　メーメル問題に関するドイツ・リトアニア双方の研究動向を比較した研究史整理についてドイツ側よりルフマン及びタ
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Vergleich, in: Nordost-Archiv, N.F.II/1993, H. 2, S. 217-233. Joachim Tauber, Das Memelgebiet（1919-1945） in 
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（14）　Vytautas Žalys, Ringen um Identität. Warum Litauen zwischen 1923 und 1939 im Memelgebiet keinen 
Erfolg hatte, Lüneburg 1993. 及びŽalys, Das Memelproblem in der litauischen Außenpolitik, in: Nordost-Archiv, N. 

























下 参 照。Cour Permanente de Justice internationale, Série C, Plaidoiries, exposés oraux et documents, XXIIme 
Session 1931, N ° 54: Trafic ferroviaire entre la Lithuanie et la Pologne, Avis consultatif du 15 octobre 1931, 
Leiden 1932（＝ P. C. I. J., Ser. C, No. 54）.
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polsko-litewskie 1883-1939, Warschau 1985. 及び Łossowski, Das Wilna-Problem in der polnischen Außenpolitik 
1918-1939, in: Nordost-Archiv, N.F.2/1993, H.2, S. 279-298. リトアニア側からはエイディンタス，前掲，205 頁以
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Years of the First Republic, 1918-1940, New York 1998. リトアニア側からのドイツ語文献として Regina 
Žepkaitė, Die fehlende Hauptstadt: Litauens Politik im Zeichen der Wilnafrage, in: Nordost-Archiv, N.F.2/1993, 
H.2, S. 299-316. ま た Senn（1966） 前 掲 を 参 照。 ド イ ツ 側 か ら Isabel Röskau-Rydel, Polnisch-litauische 
Beziehungen zwischen 1918 und 1939, in: Jahrbuch für Geschichte Osteuropas N.F.35/1987, H.4, S. 556-581. Jürgen 
Pagel, Der polnisch-litauische Streit um Wilna und die Haltung der Sowjetunion 1918-1938, in: Jahrbuch für 
Geschichte Osteuropas, N.F.40/1992, H.1, S. 41-75. 日本側からは，国際連盟理事会の仲介に関し詳述した佐藤尚武
の前掲 43-61 頁を参照。リトアニア史の枠組みから早坂眞理，前掲 273-341 頁を参照。ポーランド史の枠組みで
は，阪東宏『ヨーロッパ／ポーランド／ロシア 1918-1921』彩流社，2008 年。ならびに安井教浩『リガ条約―交
錯するポーランド国境』群像社，2017 年を参照。
（21）　Gottfried Niedhart, Die Außenpolitik der Weimarer Republik, 3. Aufl., München 2013, S. 8.
（22）　第一次世界大戦以後の東西プロイセンの状況について以下の諸文献参照。Dieter Hertz-Eichenrode, Politik 
und Landwirtschaft in Ostpreußen 1919-1930, Köln/Opladen 1969. Bruno Schumacher, Geschichte Ost- und 
Westpreußens, hrsg. v. Göttinger Arbeitskreis, 3.Aufl., Würzburg 1958，及び Boockmann 前掲書を参照。1920 年
代の東プロイセンと東方の隣国との関係についてはとりわけ拙著を参照。Rikako Shindo, Ostpreußen, Litauen 






















もった。東プロイセンの西南国境の画定は，ヴェルサイユ条約第 94 条及び 96 条に従い，東プロイ
センのアレンシュタインと西プロイセンのマリーエンヴェルダーにおける住民投票の結果に委ねら
れた。1920 年 7 月 11 日の住民投票では両地域とも 90％を優に超える住民がドイツ国への帰属に賛
成投票した（28）。これを受け，両地域は東プロイセンにとどまることが認められたものの，ヴァイク
セル河右岸とその支流のノガト河右岸の村落にポーランド側へ投票した者が多く居住したことか
（23）　ダンツィヒ問題について Horst Jablonowski, Die Danziger Frage, in: Die deutschen Ostgebiete zur Zeit der 
Weimarer Republik, Köln 1966, S. 65-87. および Wolfgang Ramonat, Der Völkerbund und die Freie Stadt Danzig 
1920-1934, Osnabrück 1979.
（24）　David Lloyd George, The Truth about the Peace Treaties, London 1938.
（25）　ポーランドとダンツィヒ間の経済問題に関するパリ協定 1920 年 11 月 9 日調印，LNTS, vol. 6, 1921, pp.189-
207: Convention between Poland and the Free City of Danzig, signed at Paris, November 9, 1920.
（26）　通過交通に関する協定が 1921 年 4 月にドイツ・ポーランド・ダンツィヒ間に締結された。RGBl. 1921, Nr. 
83, S. 1070-1160: Das Abkommen zwischen Deutschland, Polen und der Freien Stadt Danzig über den freien 
Durchgangsverkehr zwischen Ostpreußen und dem übrigen Deutschland, 21. April 1921.
（27）　Curt Wyszomirski, Wirtschaft und Verkehr in der Provinz Ostpreußen, in: Archiv für Eisenbahnwesen 74
（1964）, S. 438-472.
（28）　アレンシュタインでは住民数 371,083 人の内 97％が，マリーエンヴェルダーでは 104,842 人の内 92％の住民が
ドイツへの帰属に賛成した。Grundriß zur deutschen Verwaltungsgeschichte 1815-1945, Reihe A: Preußen, 































（29）　Lieselotte Kunigk-Helbing, Stuhm ein westpreußischer Kreis im Spiegel der Plebiszits, in: Die 
Volksabstimmung 1920, hrsg. v. Bernhart Jähnig, Marburg 2002, S. 93-111.
（30）　Ostpreußens Abschnürung von der Weichsel abgefaßt auf Grund amtlicher Quellen, Berlin 1922.
（31）　Joachim Volz, Die Frage der Internationalisierung der Weichsel, Danzig 1932, S. 49-60.
（32）　Grundriß zur deutschen Verwaltungsgeschichte，前掲，26 頁。
（33）　メルノゼー講和条約（Melnosee）とプロイセン・リトアニア間の国境問題について Kurt Forstreuter, Die 
Entwicklung der Grenze zwischen Preußen und Litauen seit 1422, in: Altpreußische Forschungen, 18.Jg./1941,










　1919 年 1 月より開催されたパリ講和会議においてリトアニア問題は，さしあたりポーランド問

















（34）　大戦後に割譲された地域に居住していた住民の言語構成は 1910 年のドイツ国勢調査に従い，総数 140,490 人
の内，ドイツ語を母語とする者が 50.7%，リトアニア語を母語とする者が 47.9%，両言語を母語とする者が 1.4% で
あったとされる。Rogge，前掲，4 頁を参照。
（35）　Walther Hubatsch, Das Memelland und das Problem der Minderheiten, in: Die deutschen Ostgebiete zur Zeit 





（40）　Hopf，前掲，237 頁。Christian Höltje, Die Weimarer Republik und das Ostlocarno-Problem 1919-1934. 















准に際する解説文の中で，1919 年 3 月 19 日に講和会議予備協議に提出されたポーランド委員会報
告書にはメーメルのリトアニアへの委譲が想定されていたと示唆している（45））。領土問題はその後




































　1919 年 6 月 28 日のヴェルサイユ条約調印をもって割譲が確定したメーメル地域について，同年
8 月にドイツ政府はそれまで東プロイセン州グンビンネン県知事であったラムスドルフ（55）をメーメ
ル地域に対するドイツ帝国政府及びプロイセン邦政府全権委員として任命し，連合国の管理が開始











（51）　Die Gegenvorschläge der Deutschen Regierung zu den Friedensbedingungen, Vollständiger amtlicher Text, 
Berlin 1919, S. 28.
（52）　エイディンタス，前掲，216 頁。及び Manfred Hellmann, Die litauische Nationalbewegung im 19. und 20. 
Jahrhundert, in: Zeitschrift für Ostforschung, 2. Jg./1953, H. 1, S. 66-106.
（53）　Schröder，前掲，54 頁。Senn（1959）， 前掲，88 頁。
（54）　Documents diplomatiques. Question de Memel, Ministère des Affaires Étrangères, 1er vol., République de 
Lithuanie, Kaunas 1923, N°2, p.15.













ポーランド人が 50％を超え，次いでユダヤ人が 40％，リトアニア人の割合は 2.1％とされた（60）。ま
た伝統的にポーランド貴族が社会の上層を占めた。






第 87 条 3 項に従い，後に連合国により決定されるものとされた。1919 年 6 月にリトアニアとポー
ランドの間の暫定境界線（フォッシュライン）を連合軍は定めたが，これが守られることはなく戦
闘は続いた。連合国最高会議は 1919 年 12 月 8 日にいわゆるカーゾン線とその修正線をポーランド
東部国境とする方針を決め，ヴィルニュスはカーゾン線以東としてポーランド圏外とされた（63）。だ
がその後，ポーランドのキエフ侵攻により拡大したポーランド・ソビエト戦争により再び修正を迫
られることとなった。1920 年 4 月にヴィルニュス地方はポーランド軍に占拠されたが，反撃にで
たソビエト軍は同年 7 月にポーランド軍をカーゾン線以西に後退させ，この直後の 7 月 12 日にソ
ビエト政府とリトアニアはモスクワで講和条約を締結し，その中でリトアニア国家の独立と同時に
ヴィルニュス地方がリトアニア領であることを確認した（64）。同様にして，連合国側もイギリスの強










（64）　Boris Meissner, Das Verhältnis der Sowjetunion und Rußlands zu den baltischen Staaten, in: Vom 




こった。事態を憂慮した国際連盟理事会は仲介に入り（67），1920 年 10 月 7 日にスヴァルキにおいて
リトアニア・ポーランド間に休戦協定が締結された（68）。その中でヴィルニュス地域がリトアニアの













万トンの内 95.5％がメーメル河を流送された。だが大戦後の 1925 年にはその割合は極端に減少し
た。旧ロシア領からの木材輸入は東プロイセン全体で 83 万トンへ減少したが，その内メーメル河






事会の仲介努力にもかかわらず解決を見ず，10 年余りを経過した 1931 年には常設国際司法裁判所
の所見を仰ぐに至ったが（74），ヴィルニュス問題が存在する限り通過交通の開放はないとするリトア
（67）　佐藤，前掲，43-63 頁。
（68）　LNTS, vol. VIII, 1922, No. 221: Agreement between the Republic of Lithuania and the Republic of Poland 
with regard to the establishment of a provisional modus vivendi, pending for a definite settlement of relations 
between the two States, signed at Suwalki, October 7, 1920, pp.173-185.
（69）　Lucjan Żeligowski（1865-1947）.
（70）　安井，前掲，67 頁。
（71）　Rapport de la Commission consultative et technique des communications et du transit, le 4 septembre 1930, 
in: P. C. I. J., Ser. C, No. 54, pp.31-91.
（72）　Otto Höhn, Der ostpreußische Holzhandel nach dem Kriege, Jena 1925.
（73）　Hans Friederichs, Ostpreußens Holzhandel und Holzindustrie. Die gegenwärtige Lage im Vergleich zur 
Vorkriegszeit, Berlin und Königsberg 1931, S. 28.
（74）　World Court Reports. A collection of the judgments, orders and opinions of the Permanent Court of 
International Justice, ed. by Manley O. Hudson, vol. II（1927-1932）, No. 34: Railway traffic between Lithuania and 



























　メーメル問題ではリトアニアの立場を支持するイギリスは，1922 年 6 月末の連合国大使会議に
おいて，なお躊躇するフランスを前に，パリ講和会議での議論を再度取り上げつつ，リトアニアの
（75）　Paul Hymans（1865-1941）.
（76）　イーマンスの仲介案について佐藤尚武，前掲，50 頁。リトアニア側の視点から Martynas Anysas, Der 
litauisch-polnische Streit um das Wilnagebiet von seinen Anfängen bis zum Gutachten des Ständigen 
Internationalen Gerichtshofes vom 15. Oktober 1931, Würzburg 1934. 及 び Senn（1966）， 前 掲，67 頁。 及 び





（81）　Gregor Rutenberg, Die baltischen Staaten und das Völkerrecht. Die Entstehungsprobleme Litauens, Lettlands 































（84）　LNTS, vol. 7, 1922, pp.11-33, No. 171: Convention and Statute on Freedom of Transit, April 20, 1921.
（85）　Documents diplomatiques. Question de Memel, 1er vol., Note collective, 13. 7. 1922, p.53.
（86）　Ernestas Galvanauskas（1882-1967）.
（87）　Documents diplomatiques. Question de Memel, 1er vol., Note de Son Excellence M. Galvanauskas, Président 
du Conseil, Ministre des Affaires étrangères de Lithuanie, 18. 11. 1922, pp.55-57.
（88）　Documents diplomatiques. Question de Memel, 1er vol., Note collective de la Conférence des Ambassadeurs 
adressée à Son Excellence M. Galvanauskas, 20. 12. 1922, p.57.
（89）　Louis Jahn, Memel als Hafen- und Handelsstadt（1913-1922）, Jena 1926, S. 15.
（90）　JACAR, B04013871900, 「メーメル」に関する条約解説，大正十四年三月。









実上敗退し，1921 年 3 月のリガ講和条約（94）で大幅にポーランド側の領土要求に屈したソビエト政





　1923 年 1 月 9 日にドイツの賠償支払い不履行への報復としてフランスとベルギーがドイツ・ルー
ル地方を軍事占拠することを決議した。西部国境をめぐり緊迫する状況の中，ドイツの東方では，
1 月 10 日にリトアニア人武装集団がメーメル地域へ侵攻した。エイディンタスらの研究によれば，
リトアニア武装集団の侵攻は，リトアニア政府の関与の下，周到に準備されていたとされる。あた
かもメーメル地域の住民が長いドイツ人支配に抗して暴動を起こしたかのように見せかけるため，
密かに集められた 1,000 人を超える志願兵が，1 月 9 日から 10 日にかけて夜陰にまぎれて平服でリ
トアニアからメーメル地域への境界線を越えて侵入した（97）。リトアニア兵はこうしてメーメルの占
拠に成功し，以後メーメル地域は事実上リトアニアの影響下に陥った。







メーメル自治制の確立に関する交渉が開始されることとなった。だがこの直後の 1923 年 3 月 15









（98）　Amtsblatt des Memelgebietes, Sonderausgabe 22, 1. 3. 1923, S. 167.
（99）　Die Tätigkeit des Völkerbundes, vol. III, 4/1923, S. 95.
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（101）　Документы внешней политики СССР, T. VI, Москва, 1962, No. 112: Нота Правительства РСФСР 
правительствам Великобритании, Франции, Италии, 22. 2. 1923, p. 205.
1920 年代前半におけるメーメル地域をめぐる国際的確執について（進藤理香子）
37
フランス対外政策が志向したいわゆるコルドン・ザニテア（102）として知られる東中欧諸国を対ソ・
対独干渉地帯として発展させる目論見は，結果的に 1920 年代前半，ソ連及びリトアニアへの接近
を通じてヴェルサイユ体制の修正を試みるというドイツ対外政策における東方志向を刺激するもの
となった。
　本稿で論じられた第一次大戦後のメーメル問題をめぐる国際関係の整理を前史とし，続く別稿
（本特集次号 752 号）では，主要連合国とリトアニア間のメーメル条約交渉の陰で，同時並行的に
進んだ，ドイツとリトアニア間のメーメル河航行に関する二国間交渉について，ドイツ側一次資料
に基づきつつ明らかにされる。
 （しんどう・りかこ　法政大学経済学部教授）　
（102）　Cordon sanitaire.
